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注意

-本情報は、2022年8月5日現在の将来に関する前提、見通し、

計画に基づく予測が含まれています。

-経済・競合状況等にかかわるリスクや不確定要因により、

実際の業績が記載の予測と大幅に異なる可能性があります。



Ⅰ. 第2四半期決算の概要



決算のポイント
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■ ガス販売量は5.2%増加

→卸売・大口ともに既存のお客さまの稼働増加による

■ ガス販売量の増加やガス販売単価の上方調整等により売上高は51.7％増加、営業利益は44.7%増加

◎2022年2Q決算：増収増益

2021年2Q 2022年2Q 増減 前期比（％）

●ガス販売量 個別（百万ｍ3,45MJ） 799 840 +41 105.2

卸売 321 343 +22 106.9

大口 391 408 +17 104.5

小口 87 89 +2 102.0

●売上高 （億円） 624 947 +323 151.7

●営業利益 【タイムラグ補正後】 （億円） 83 135 +51 161.6

営業利益 （億円） 55 79 +24 144.7

スライドタイムラグ △28 △56 △27 －



大口

卸売

小口

ガス販売量実績 個別
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・卸先の販売量増 [+22]

・2021年新規お客さまの通年稼働 [+1]

・2022年新規お客さまの稼働 [+1]

・既存のお客さまの販売量増 [+16]

・業務用の販売量増 [+2]

・家庭用の販売量増 [+0]

単位：百万m3(45MJ)
*[  ]内は、販売量増減（百万m3）を表示

*百万m3未満四捨五入

87 89

391 408

321
343

2021年2Q 2022年2Q

105.2%
[+41]

106.9%
[+22]

104.5%
[+17]

102.0%
[+2]

840
799



単位：億円
*億円未満切捨て

2021年
2Q

2022年
2Q
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都市ガス
販売量

135+3

その他

2021年2Q 2022年2Q 増減

補正後営業利益 83 135 +51

営業利益 55 79 +24

スライドタイムラグ △28 △56 △27

83

営業利益の分析（対2021年2Q）

△2

原料価格
その他

+50



Ⅱ. 年間の見通し



ガス販売量見通し 個別

2021年
実績

2022年
通期見通し
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160 162 161 

783 809 769 

659 687 684 

1,602

104.2%
[+28]

103.4%
[+55]

103.2%
[+25]

101.1%
[+2]

卸売

大口

小口

1,614
102.7%
[+43]

100.3%

105.2%

100.3%

[+2]

[+40]

[+0]

単位：百万m3(45MJ)
*[  ]内は、販売量増減（百万m3）を表示

*百万m3未満四捨五入

1,657

年初計画



1,329 

2,067 

1,716 
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(N)146

(N)169

(N)48

△96
△117

+10

売上高 営業利益・スライドタイムラグ

単位：億円

*億円未満切捨て

単位：億円

*億円未満切捨て

2022年
1~7月実績･想定

2022年
8～12月想定

粗利影響感度
（8月以降）

為 替 レ ー ト （ 円 / $ ） 123.4 140.0 (+) 1円/$ △2.1億円

原 油 価 格
C I F （ J C C ）

（ $ / b b l ） 101.4 110.0 (+)1$/bbl △0.9億円

営業利益

スライド
タイムラグ

補正後
営業利益(N)

2021年
実績

2022年
通期見通し

年初計画
2021年

実績
2022年

通期見通し
年初計画

49 51

59

+737

+350
+120

+22

売上高/営業利益見通し



単位：億円
*億円未満切捨て

2022年
年初計画

2022年
通期見通し 増減

補正後営業利益 48 169 +120

営業利益 59 51 △7

スライドタイムラグ +10 △117 △128

営業利益見通しの分析（対年初計画）

2022年
年初計画

2022年
通期見通し

48

169
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その他都市ガス
販売量

+5
+116

原料価格
その他

+3

販管費

△4
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株主還元

配当方針
➢ 安定配当
➢ 業績と株主資本配当率（DOE）

’21年 1.58％ → ’22年（予） 1.61％

中間配当金 9.5円／株

期末配当金 9.5円／株（予）

12円
13円

14円
15円

16円
17円

18円
19円

'15年 '16年 '17年 '18年 '19年 '20年 '21年 '22年（予）

■年間配当金推移



Ⅲ. 中期経営計画の取り組み状況



基盤事業への投資
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地域のレジリエンス向上

⚫ LNG基地と高圧パイプラインの更なる強靭化を2021年から実施中。

（安心・安全・安定供給に加え、災害時の早期復旧）

⚫ 主要設備においては2022年度中の対策完了を見込む。

高圧パイプライン
架管入替／補強工事など

清水エル・エヌ・ジー(株)袖師基地
側方流動対策工事など



成長事業への投資①
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電源開発等

⚫ 株式会社フジタと「S&F地域マネジメント合同会社」を設立。環境省「脱炭素先行地域」に採
択された静岡市における対象エリアの1つ「恩田原・片山エリア」にて、最大約8MWの太陽光
発電設備を設置し、PPA事業を実施予定。

⚫ 静岡ガス&パワー富士発電所の増設工事を決定。ガスエンジン発電設備（7,800kW×2基）を
増設し、出力17,010kWの既存設備と合わせ最大32,610kWへ増設。

⚫ 株式会社イクトと太陽光発電設備のメンテナンスを行う「SGIメンテナンス株式会社」を設立。

「恩田原・片山エリア」での
余剰電力相互融通のイメージ図

既存設備 最大出力 17,010kW
ガスエンジン 2基
差圧発電

増設設備 最大出力 15,600kW
ガスエンジン 2基

使用燃料 天然ガス

増設完了予定 2023年度中

富士発電所
設備概要

①…太陽光発電設備の設置および発電した電力の供給、
太陽光発電でまかない切れない分の電力の供給（系統電力）

②…電気料金の支払い

③…余剰電力をエリア内の進出企業間で相互融通



成長事業への投資②
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海外における取り組み

⚫ インドにおける、IRM Energy Limited社との協業による天然ガス供給事業への参画。

⚫ Hartree Partners社との中長期的なカーボンクレジットの調達や森林保全プロジェクトへの
参画に向けた共同検討。

IRM社との協業

• 主に自動車用圧縮天然ガス（CNG）ステーション、
家庭用、産業用のお客さまに対して、都市ガス導管
での天然ガスを供給。

• 当社が持つ省エネや高度利用のノウハウをいかし、
天然ガス需要創出に取り組む。

国内外の森林保全プロジェクトへの
参画検討

• 創出されたクレジットは、お客さま先や当社
での活用を検討。

吸収

森林管理、植林など

クレジットによる
CO2削減価値創出

CO2



電力事業
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低圧のお客さまを中心とした電力販売のシェア拡大

⚫ 家庭用、業務用のお客さまを中心に着実にシェアを拡大。

⚫ 使用中戸数を年率20～30%での拡大を目指す

2021年実績 2022年2Q実績 2022年計画 2024年計画

14

7.4

・ ・ ・

8.1

使用中戸数（万件）



その他取り組み
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お客さまとの繋がり・地域連携・脱炭素

⚫ 都市ガス料金に長期割引を新設。

⚫ 金融機関と連携し、「地域中小企業のカーボンニュートラル化」を支援。

⚫ カーボンニュートラル・都市ガスの供給開始。

⚫ 島田市へ「ゼロカーボン電力」を供給。

カーボンニュートラル・都市ガス 島田市「ゼロカーボン電力」

• ごみ焼却施設の排熱で発電する電力の一部を
調達、島田市内の公共施設への供給を開始。

• 年間の供給電力量は約90万kWh(一般家庭
約200世帯分に相当)。




